
9 月定例会の主な議案一覧

議　案　名 内　　　　容 議決結果

条
　
例

議第58号 沼津市民の歯と口の健康づくり条
例の制定

市民の健康で質の高い生活の実現を目指し、歯と口の健康
づくりに関する施策を推進するため、条例を制定するもの
です。

可決

契
　
約

議第62号
工事請負契約の締結（（仮称）沼
津市戸田地域活性化センター建築
主体工事）

制限付き一般競争入札により５億3,392万 5,000円で、沼
津市東椎路477番地、株式会社佐藤建設代表取締役吉田伸
一郎と工事請負契約を締結するものです。工事の内容とし
ては、戸田地内において、鉄筋コンクリート造一部鉄骨造
及び木造３階建、建築面積2,036.66 平方メートル、延床
面積2,996.04 平方メートルの戸田地域の観光やコミュニ
ティー活動の活性化を図ることを目的とした複合施設を建
設するもので、完成期限は平成26年12月15日です。なお、
オープンは平成27年度の予定です。

可決

人
　
事

認第 ４ 号 教育委員会委員任命の同意 平成25年10月25日をもって任期満了となる三芳町在住
の三

み

好
よし

勝
かつ

晴
はる

氏を再任することについて同意されました。 同意

認第 ５ 号 公平委員会委員選任の同意 平成25年10月25日をもって任期満了となる大手町在住
の瀬

せ

野
の

真
まさ

志
し

氏を再任することについて同意されました。 同意

認第 ６ 号 人権擁護委員推薦の同意
平成25年12月31日をもって任期満了となる戸田在住の
眞
さな

城
ぎ

のぶ子
こ

氏及び共栄町在住の近
こん

籘
どう

浩
ひろ

志
し

氏を再任すること
について同意されました。

同意

そ
の
他

議第55号 駿東伊豆地区消防救急広域化協議
会の設置に係る協議

複雑多様化する消防需要に広域的に対応し、消防力の強化
を図るため、沼津市、伊東市、伊豆市、伊豆の国市、東伊
豆町、函南町及び清水町が、地方自治法第252条の２第１
項の規定に基づき、協議会を設置するものです。

可決

ピックアップ
議会

「
市
街
化
調
整
区
域
の
土
地
利
用
と
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

全
員
協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
！

議　案　名

議
決
結
果

志

政

会

市
民
ク
ラ
ブ

新

政

会

未
来
の
風

公

明

党

自
民
沼
津

日
本
共
産
党

沼
津
市
議
団

決
　
算

認第 ７ 号 平成 24 年度沼津市一般会計歳入歳出決算の認定 認定 ○ ○ ○ × ○ ○ ×

認第 ８ 号 平成 24 年度沼津市国民健康保険事業特別会計
歳入歳出決算の認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

認第 ９ 号 平成 24 年度沼津市土地取得事業特別会計
歳入歳出決算の認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

認第 10 号 平成 24 年度沼津市介護保険事業特別会計
歳入歳出決算の認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

認第 12 号 平成 24 年度沼津市後期高齢者医療事業特別会計
歳入歳出決算の認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

会派別　賛否が分かれた議案一覧
◯＝賛成　　×＝反対

平
成
二
十
五
年
九
月
六
日
に
「
市
街
化
調
整
区
域
の
土
地
利
用
と
ま

ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
全
員
協
議
会(

※
１)

を
開
催
し
、
市

当
局
か
ら
、
土
地
利
用
の
方
針
転
換
に
つ
い
て
の
報
告
を
受
け
た
上
で

協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

全
員
協
議
会
で 

交
わ
さ
れ
た
質
疑

問
本
市
の
計
画
と
の
整
合
性
は
。

答
第
四
次
沼
津
市
総
合
計
画
で
は
、

市
街
化
調
整
区
域
に
つ
い
て
、
交
流
人

口
の
拡
大
な
ど
大
き
な
可
能
性
を
秘
め

た
土
地
は
、
居
住
性
や
利
便
性
を
高
め

る
地
区
と
し
て
開
発
を
前
向
き
に
検
討

す
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

で
も
、
新
た
に
都
市
的
土
地
利
用
を
推

進
す
る
地
区
及
び
新
た
な
土
地
利
用
の

可
能
性
を
検
討
す
る
地
区
は
、
市
街
化

調
整
区
域
に
つ
い
て
も
都
市
的
土
地
利

用
を
検
討
す
る
地
区
と
い
う
位
置
づ
け

が
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
の
計
画
も
整

合
性
は
図
ら
れ
て
い
る
。

問
中
心
市
街
地
の
衰
退
が
加
速
す
る

の
で
は
な
い
か
。
　

答
中
心
市
街
地
と
郊
外
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
魅
力
と
可
能
性
を
生
か
し
、

役
割
分
担
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
市

全
体
の
発
展
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
土
地

利
用
の
方
針
転
換
は
、
中
心
市
街
地
の

☆このほかの議案については、沼津市議会のホームページをご覧ください。 沼津市議会 検索 機
能
を
分
散
す
る
も
の
で

は
な
く
、
中
心
市
街
地
の

活
性
化
に
つ
い
て
は
、
今

後
も
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
い
く
。

問
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
か

ら
同
様
の
要
望
が
出
て
く

る
可
能
性
が
あ
る
が
、
市

街
化
調
整
区
域
で
開
発
で
き
る
地
域
は

あ
る
の
か
。

答
農
振
農
用
地(

※
３)

は
開
発
が

極
め
て
難
し
い
ほ
か
、
利
便
性
の
高
さ
、

一
体
的
な
土
地
等
の
条
件
に
よ
っ
て
も
、

開
発
の
可
能
性
が
あ
る
地
域
は
限
ら
れ

た
も
の
に
な
る
。

方
針
転
換
に
賛
同
す
る 

意
見
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た

市
当
局
か
ら
の
報
告
に
対
し
、
各
議

員
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
意
見
の
多
く
は
、
方
針
転
換
に

対
す
る
取
り
組
み
を
支
持
し
た
い
、
柔

軟
な
対
応
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
趣
旨

の
も
の
で
し
た
。

こ
う
し
た
意
見
を
踏
ま
え
て
、
最
後

に
議
長
が
、
本
件
は
ま
ち
づ
く
り
の
根

◎
用
語
の
解
説

※
１
　
全
員
協
議
会
と
は

市
政
及
び
議
会
の
重
要
事
項
に
関
す
る

協
議
・
調
整
を
行
う
た
め
に
開
催
す
る
も

の
で
、
議
員
全
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
２
　
市
街
化
調
整
区
域
と
は

優
れ
た
自
然
環
境
等
を
守
る
区
域
と

し
て
、
市
街
化
を
抑
制
す
る
地
域
で
す
。

対
し
て
、「
市
街
化
区
域
」
と
は
、
市
街

地
と
し
て
計
画
的
に
整
備
し
て
い
く
区

域
で
す
。

※
３
　
農
振
農
用
地
と
は

農
業
の
振
興
を
図
る
た
め
に
優
良
農

地
と
し
て
守
っ
て
い
く
農
地
で
、
原
則
、

農
業
以
外
の
目
的
に
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

平成25年7月23日、市街化調整
区域内の地権者団体から、土地
利用についての要望

東日本大震災以降
●海抜の高い住宅地への移転希望
●他市町への転居

沼
津
市
当
局
の
考
え
方

議
会

●将来にわたって市域の健全な土地利用を図るため
●郊外への無秩序な市街化機能の拡散を抑止し、
　計画的な市街地を形成するため
「市街化調整区域 (※２) の開発は認められない」

方針
転換前

広域的な交通アクセスの向上が見込まれ、一体的な土地利用
が図れる市街化調整区域の土地については
「法律の許す範囲で開発の可能性を探っていく」

方針
転換後

市
民
や

企
業
の
声

全員協議会を開催しました

全員協議会開催までの経緯

土地利用の方針転換

平成25年
9月

幹
に
か
か
わ
る
重
要
な
問
題
で
あ
る
た

め
、
積
極
的
に
対
応
し
て
い
く
よ
う
市

当
局
に
要
望
し
ま
し
た
。

市街化調整区域
市街化区域

沼津駅

狩野川

香貫山

新幹線

国道1号線

公園
平成25年7月に
土地利用の要望があった場所

新東名 愛鷹運動公園

東名

市立病院
●

駿河湾沼津
スマートIC予定

愛鷹スマート
IC予定

長泉沼津IC

沼津IC
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